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【本日の発表内容】



１．会社概要
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１．会社概要１．会社概要
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栗田エンジニアリング株式会社

創立 昭和３４年６月２日
株主 栗田工業株式会社 １００％

１．発電プラント(火力,原子力)
２．産業プラント(石油精製,石油化学,製鉄,製紙等)

１．洗浄工事・メンテナンス
２．薬品
３．装置機器

会社概要会社概要

主要市場主要市場

営業品目営業品目

商商 号号



１．会社概要１．会社概要

１．本社 大阪府大阪市中央区
２．東京支店 東京都中央区
３．東日本事業所 千葉県市原市
４．西日本事業所 岡山県倉敷市
５．神戸営業所 兵庫県神戸市中央区
６．若狭営業所 福井県大飯郡高浜町
７．敦賀駐在所 福井県敦賀市
８．千葉機材センター 千葉県市原市
９．高浜機材センター 福井県大飯郡高浜町

ネットワークネットワーク
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２．物理除染試験
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２２..１１ 目目 的的
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原子炉施設の廃止措置に伴い発生する
放射性廃棄物を一般廃棄物として
取扱うことのできるクリアランスレベル
(Co-60で <0.1Bq/g)以下まで
効率的かつ安全に低減させること。

ウエットブラスト法ウエットブラスト法



２２..２２ ウエットブラスト法ウエットブラスト法

無断複製禁止無断複製禁止

粒子（ブラスト材）を混入した水を圧縮エア
を用いて高速で除染対象物に噴射し、
その衝撃力で除染を行うものである。

 

ブラストノズルブラストノズル

圧縮エア圧縮エア

スラリータンクスラリータンク

（ブラスト材＋水）（ブラスト材＋水）

除染対象物除染対象物

 研削材 

水 

圧縮エア 

ガラスビーズガラスビーズ

ジルコンジルコン

アルミナアルミナ
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ウエットブラスト除染の特徴
 

長     所 短     所 

1．設備全体が湿潤状態のため、ダストの

発生が少ない 

⇒ 汚染管理が容易 

   内部被ばくの危険が少ない 

   軽装備での作業が可能 

１．排水処理が必要 

２．洗浄、脱脂工程が同時にできる ２．乾燥時間が必要 

３．静電気の発生がない 

⇒ 引火、着火の恐れがない 

 

４．平射ノズルが採用できる 

⇒ 除染効率が高い 

 

 

２２..２２ ウエットブラスト法ウエットブラスト法



２２..３３ 実証試験概要実証試験概要
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１．試験実施場所１．試験実施場所

日本原子力研究開発機構日本原子力研究開発機構

原子炉廃止措置研究開発センター（旧原子炉廃止措置研究開発センター（旧 ふげん発電所）ふげん発電所）

２．実施時期２．実施時期

①① 平成１８年度平成１８年度

（平成１９年１月）（平成１９年１月）

②② 平成１９年度平成１９年度
（平成１９年１１～１２月）（平成１９年１１～１２月）

③③ 平成２０年度平成２０年度

（平成２０年１０月）（平成２０年１０月）



２２..３３ 実証試験概要実証試験概要
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３．体３．体 制制

①① 株式会社株式会社 TASTAS

（本（本 社社 福井県敦賀市）福井県敦賀市）

②② 栗田エンジニアリング株式会社栗田エンジニアリング株式会社

（本（本 社社 大阪府大阪市中央区）大阪府大阪市中央区）

（若狭営業所（若狭営業所 福井県大飯郡高浜町）福井県大飯郡高浜町）

（敦賀駐在所（敦賀駐在所 福井県敦賀市）福井県敦賀市）

③③ 有限会社有限会社 ミツモリ工業ミツモリ工業

（本（本 社社 福井県敦賀市）福井県敦賀市）
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ウエットブラスト除染試験装置の概要ウエットブラスト除染試験装置の概要

除染試験装置外観

寸法：
W1,200×D1,300×H2,200(mm)

重量：約290 ｋｇ
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２２..３３ 実証試験概要実証試験概要



２２..４４ 実証試験結果実証試験結果
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作業風景作業風景
 

ブラストノズルブラストノズル



放射能濃度測定：Ge検出器，
GMサーベイメータ，重量測定，写真撮影

・物理（ウエットブラスト）：手動投射（10sec／回）
研削材：ガラスビーズ、ジルコン、アルミナ

純水洗浄

水分を紙で拭き取り

放射能濃度測定：Ge検出器，
GMサーベイメータ，重量測定，写真撮影
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２２..４４ 実証試験結果実証試験結果
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除染後除染前

2.1410＜0.026.5AC-2

1.82100.012.5ZC-2

2.71800.022.9AC-1

1.91700.023.5ZC-1

1.5270＜0.024.0GC-3

1.5230＜0.024.2GC-2

重量減量

(g)

除染係数

ＤＦ

放射能濃度

Co-60(Bq/g)

試験No.

炭素鋼試験片

除染条件
ブラスト材濃度 ： 30v/v％
ブラスト圧力 ： 0.5MPa
噴射角度 ： 45°
噴射距離 ： 100ｍｍ

除染条件
ブラスト材濃度 ： 30v/v％
ブラスト圧力 ： 0.5MPa
噴射角度 ： 45°
噴射距離 ： 100ｍｍ

0.001

0.01

0.1

1

10

0 10 20 30 40

ブラスト時間 (sec)

C
0
-
6
0
 放
射
能
濃
度
 (
B
q
/
g
)

ガラス

ジルコン

アルミナ

クリアランスレベル

除染効果（20sec）：Al ＞ GB ＞Zr
（Al：ｱﾙﾐﾅ、GB：ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ、Zr：ジルコン）

いずれのブラスト材でも

クリアランスレベル以下

２２..４４ 実証試験結果実証試験結果
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除染後除染前

0.3813000.0116AS-2

0.042600.0719ZS-2

0.2922000.0124AS-1

0.042400.0922ZS-1

0.084400.0524GS-3

0.104600.0418GS-2

重量減量

(g)

除染係数

ＤＦ

放射能濃度

Co-60(Bq/g)

試験No.

ステンレス鋼試験片

除染条件
ブラスト材濃度 ： 30v/v％
ブラスト圧力 ： 0.5MPa
噴射角度 ： 45°
噴射距離 ： 100ｍｍ

除染条件
ブラスト材濃度 ： 30v/v％
ブラスト圧力 ： 0.5MPa
噴射角度 ： 45°
噴射距離 ： 100ｍｍ
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２２..４４ 実証試験結果実証試験結果
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いずれのブラスト材でも

クリアランスレベル以下
除染効果（20sec）：Al ＞ GB ＞Zr
（Al：ｱﾙﾐﾅ、GB：ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ、Zr：ジルコン）



除
染
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除
染
前

アルミナジルコンガラスビーズ

炭素鋼試験片

除染性能調査試験結果（除染前後の写真）
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ステンレス鋼試験片

除
染
後

除
染
前

アルミナジルコンガラスビーズ

除染性能調査試験結果（除染前後の写真）
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作業環境測定結果作業環境測定結果

ブラスト除染試験中ブラスト除染試験中
平成平成2020年年1010月月2929日測定日測定

いずれも検出限界以下いずれも検出限界以下

２２..４４ 実証試験結果実証試験結果



無断複製禁止無断複製禁止

３３ 感感 想想

11．良かった点．良かった点

①① 安全性実証試験に参画でき、貴重な経験をする安全性実証試験に参画でき、貴重な経験をする
ことができた。ことができた。

②② 廃止措置廃止措置にに向けて、ウエットブラスト法による向けて、ウエットブラスト法による

貴重な実試料の除染データをとることができた。貴重な実試料の除染データをとることができた。

22．苦労した点．苦労した点

①① 管理区域内での試験のため、他作業との調整や管理区域内での試験のため、他作業との調整や

詳細な工程管理が必要であった。詳細な工程管理が必要であった。
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４４ まとめまとめ

11．原子炉施設の廃止措置に伴い発生する実機放射性．原子炉施設の廃止措置に伴い発生する実機放射性

廃棄物に対してウエットブラスト法が有効である廃棄物に対してウエットブラスト法が有効である
ことが確認された。ことが確認された。

22．処理にあたっては作業環境が良好で、汚染の拡大．処理にあたっては作業環境が良好で、汚染の拡大

や内部被ばくなどの発生はなく、安全に試験を実施や内部被ばくなどの発生はなく、安全に試験を実施

することができた。することができた。

3. 3. 地元の地元のTASTAS殿、ミツモリ工業殿との協力により殿、ミツモリ工業殿との協力により

廃止措置に向けた貴重なデータを採取すること廃止措置に向けた貴重なデータを採取すること

ができた。ができた。


